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8
13（日）

バイク武者軍団出陣パレード
出陣式（セレモニー）
松前城広場（14:30）
オープニングパレード
松前城広場出発（15:00）原口～白神

松城商店街歩行者天国
　　　　　　　　　　　 （17:00～）
花火大会（20:00～）
字福山前浜から約500発の
花火を打ち上げ

8
14（月）

山車行列（９:00～）
字朝日～字弁天

武者行列パレード（18:30～）
字建石～字福山
出陣式　①三献の儀②振舞もち

8
15（火）

城下盆踊り大会（18:20～）
お祭り広場（役場前駐車場）
ごまたき供養・送り火点火・
納涼盆踊り・ビンゴ大会

大縁日祭（17:00～）
お祭り広場（役場前駐車場）

夏だ!!

まつりだ
!!

夏
ま
つ
り
、み
ん
な
で
参
加
し
、　

　
　
　
楽
し
く
盛
り
上
げ
よ
う
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
０
６
０

４２
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８
月　

日
（
日
）
午
前　

時　

分
〜

１３

１０

３０

◇
と
こ
ろ

　

松
前
町
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
さ
り
び
」

�
��
�

　

記
念
式
典
、
記
念
写
真
撮
影
な
ど

※　

記
念
撮
影
希
望
の
方
は
、
当
日
、
受
付

に
て
写
真
代
２
千
円
と
郵
便
料　

円
を
い

１４０

た
だ
き
ま
す
。

�
�
�
�

　
　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

年
４

６１

６２

月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
町
内
に
在

住
す
る
方
及
び
松
前
町
出
身
の
方

�
�
�
�
�
�
�

　

教
育
委
員
会
・
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ

（�
　

－

３
０
６
０
）

４２

 

　

６
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）
の
２
日
間
、

２４

２５

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
松
前
地
区
文
化
団

体
協
議
会
（
会
長　

佐
橋
實
孝
）
主
催
に
よ

る
「
初
夏
の
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
美
術
展
に
は　

団
体
４
個
人
か
ら
、

１２

丹
精
こ
め
て
作
り
上
げ
た
盆
栽
や
キ
ル
ト
・

俳
句
・
押
花
・
書
道
・
絵
画
な
ど
の
作
品
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
約　

名
の
方
々
が
来
場
し
、
手

２００

作
り
の
作
品
を
ゆ
っ
く
り
と
な
が
め
な
が
ら
、

た
の
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 ���������������������

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

　　

７
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）
の
２
日
間
、

１５

１６

町
民
野
球
場
で
第　

回
松
前
町
軟
式
野
球
協

１３

会
長
杯
争
奪
西
南
四
町
小
学
生
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、

松
前
町
軟
式
野

球
協
会（
会
長
・

斉
藤
勝
）
が
、

毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
松

前
か
ら
木
古
内

ま
で
の
野
球
少

年
団
７
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

（
結
果
）

優　

勝　

知
内
元
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

準
優
勝　

松
城
ユ
ニ
オ
ン

３　

位　

木
古
内
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー
ク
ス

○
個
人
賞

　

最
優
秀
選
手
賞

　

▼
小
原　

悠
真（
知
内
元
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
）

　

優
秀
選
手
賞

　

▼
松
田　

翔
大
（
松
城
ユ
ニ
オ
ン
）

　

敢
闘
賞

　

▼
小
辻　

裕
康（
知
内
元
町
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
）

　

美
技
賞

　

▼
秋
山　

敬
汰

（
木
古
内
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ー
ク
ス
） �

�
�
�
�
�
�
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松
前
城
築
城　

年
祭
の

４００

協
賛
事
業
と
し
て
、
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
皆
様
の
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

�
��
�

　

８
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）・　

日（
土
）

１２

�
�
�
�

　

町
民
野
球
場
ほ
か

�
�
�
�
�
�

　

渡
島
管
内
の　

チ
ー
ム

２３

※　

町
内
か
ら
は
、
大
島
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・

小
島
ビ
ク
ト
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
・
松
城
ユ
ニ

オ
ン
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。

　
　

会
場
・
試
合
時
間
等
詳
し
い
こ
と
は
、

教
育
委
員
会
・
文
化
教
育
グ
ル
ー
プ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

�
��
�

　

８
月　

日
（
土
）

２６

　

午
前
９
時　

分
〜

３０

�
�
�
�

　

松
前
小
学
校
プ
ー
ル

皆
様
の

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！
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６
月　

日
に
町
民
総
合
セ
ン

２７

タ
ー
に
お
い
て
、
日
本
赤
十
字
奉

仕
団
に
よ
る
心
肺
蘇
生
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
に
は
約　

名
の
方
々
が
参

３０

加
し
、
資
料
を
使
っ
た
説
明
の
後
、

実
技
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
技
練
習
で
は
二
人
一
組
に
な

り
、
現
場
で
と
る
べ
き
行
動
や
、

声
を
か
け
る
練
習
を
し
た
後
、
人

形
を
使
い
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人

工
呼
吸
の
仕
方
を
習
い
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
微
妙
な
力
加
減
に
、

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

������������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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毎
年
７
月
に
実
施
さ
れ
る
『
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
の
啓
発

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
７
月
４
日
、
松

前
町
に
訪
れ
、
役
場
横
駐
車
場
に

て
約　

名
の
関
係
者
が
集
ま
る
中
、

４０

法
務
大
臣
と
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
法
務
大
臣

か
ら
「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少

年
の
更
生
を
支
え
、
人
々
が
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い
地
域

づ
く
り
に
と
り
組
ま
れ
る
」
旨
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
松
尾
助
役
へ
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
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７
月　

日
道
立
自
然
公
園
折
戸

１０

浜
に
お
い
て
、
松
前
高
校
の
全
校

生
徒
約　

人
に
よ
る
海
浜
清
掃
が

２００

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
折
戸
浜
を
利
用

す
る
多
く
の
方
々
に
満
足
し
て
も

ら
お
う
と
、
暑
い
中
、
汗
を
か
き

な
が
ら
袋
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ミ
を
集

め
て
、
浜
一
帯
を
き
れ
い
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
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７
月　

日
松
前
さ
く
ら
漁
協
江

１１

良
荷
捌
所
に
て
大
島
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
、
漁
業
体
験
学
習
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ウ
ニ
採
捕
と
加
工
業
を

通
し
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

水
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
漁
師
の
操
船
で
沖

へ
出
て
、
ホ
コ
を
使
い
ウ
ニ
採
り

に
挑
戦
。
採
っ
た
ウ
ニ
は
港
へ
持

ち
帰
り
、
身
と
内
臓
を
丁
寧
に
取

り
分
け
塩
水
パ
ッ
ク
詰
め
に
し
ま

し
た
。

　

苦
労
し
て
作
っ
た
ウ
ニ
の
塩
水

パ
ッ
ク
は
格
別
に
美
味
し
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
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６
月　

日
・　

日
に
松
前
城
築

１５

１６

城　

年
祭
協
賛
事
業
と
し
て
え
ぞ

４００
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
日
本
最
北
の
キ
リ
シ
タ

ン
殉
教
地
の
松
前
町
で
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
研
究
の
進
展
と
関

連
遺
跡
を
訪
ね
、
一
層
の
深
化
を

は
か
り
地
元
関
係
団
体
と
の
交
流

を
深
め
る
と
い
う
目
的
で
キ
リ
シ

タ
ン
研
究
会
主
催
の
も
と
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
約　

名
の
方
々
が
参

１００

加
さ
れ
、　

日
は
永
田
富
智
先
生

１５

（
え
ぞ
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
者
・
前

松
前
町
史
編
集
長
）
や
国
見　

登

氏
（
東
京
都
）、
疋
田　

篤
史
氏

（
北
海
道
北
広
島
市
）
に
よ
る
基

調
講
演
と
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。　

日
は
松
前
家
墓
所
や

１６

大
沢
砂
金
掘
り
跡
遺
構
な
ど
町
内

に
あ
る
関
連
史
跡
の
見
学
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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��
��
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こ
の
た
び
田
中
廣
三
さ
ん
（
前

松
前
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
）
が
納
税
貯
蓄
組
合
法
施
行　
５５

周
年
を
記
念
し
、
函
館
地
区
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
長
感
謝
状
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
多
年
に
わ
た
り
納
税
貯

蓄
組
合
の
普
及
育
成
と
納
税
意
識

の
高
揚
、
組
合
員
の
加
入
促
進
及

び
納
税
思
想
の
啓
発
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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５
月　

日
に
農
林
水
産
省
で

１１

行
わ
れ
た
漁
港
漁
場
関
係
事
業

優
良
請
負
者
の
農
林
水
産
大
臣

表
彰
に
菅
原
組
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
漁
港
漁
場
関
係

事
業
へ
の
理
解
と
技
術
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
他
の
模
範
と
な

る
功
績
を
残
し
た
請
負
者
に
与

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

菅
原
社
長
は
「
昭
和　

年
に
松

３１

前
町
で
創
業
し
て
、
ち
ょ
う
ど
今

年
で　

周
年
目
と
な
り
、
こ
の
記

５０

念
す
べ
き
年
に
最
高
の
賞
を
頂

い
た
事
は
た
い
へ
ん
栄
誉
で
す
。

今
後
と
も
創
業
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
会
社

と
し
て
、
誠
実
・
正
直
・
地
道
に

努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。」
と

決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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６
月　

日
に
北
斗
市
総
合
文
化

１９

セ
ン
タ
ー
「
か
な
で
〜
る
」
に
お

い
て
、
少
年
の
主
張　

渡
島
支
庁

地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
松
前
中
学
校
か
ら
廣

瀬
綾
香
さ
ん
（
３
年
生
）
が
参
加

し
見
事
、
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

廣
瀬
さ
ん
は
参
加
者　

人
中
最

１１

後
の
発
表
と
な
り
「
大
勢
の
人
の

前
で
発
表
し
、
始
め
は
す
ご
く
緊

張
し
た
け
ど
、
慣
れ
て
き
た
ら
、

の
び
の
び
と
発
表
で
き
楽
し
め
ま

し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
廣
瀬
さ
ん
は
函
館
市
市
民

会
館
で
開
か
れ
た
「
青
少
年
育
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
「
市
民
の
つ
ど

い
」
に
も
参
加
し
大
勢
の
人
た
ち

の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
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�広報まつまえ 平成１８年８月号

　

７
月
２
日
と
７
月　

日
に
唐
津

１６

駐
車
場
に
お
い
て
、
桜
の
里
松
前

朝
市
実
行
組
合
（
組
合
長　

上
原

堯
）
主
催
に
よ
る
松
前
朝
市
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
会
場
に
は　

店
舗
が
出

１７

店
さ
れ
、
地
元
で
と
れ
た
魚
や
野

菜
、
山
菜
、
花
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

会
場
は
朝
早
く
に
も
か
か
わ
ら
ず

訪
れ
た
約　

人
の
人
た
ち
で
大
賑

２５０

わ
い
で
し
た
。
用
意
さ
れ
て
い
た

多
く
の
商
品
も　

分
ほ
ど
で
完
売

２０

し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し

た
。

　

今
後
の
朝
市
の
開
催
予
定

▼
８
月
６
日
・　

日
・　

日

１２

２０

▼
９
月
３
日
・　

日
１７

▼　

月
１
日
・　

日

１０

１５
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　６月３０日、松城小学校グラウンドで

『第２９回松前町小学校陸上競技大会』

が開催され、町内の各小学校の児童が

出場して記録に挑みました。

�� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� ��

３　　位２　　位１　　位

学校氏　名学校氏　名学校氏　名種　目学年

松城川村　友斗松城澤田　龍太小島吉田　孟生５０Ｍ１

松城鎌田　涼冴白神民谷　祥梧松城堀川　大聖５０Ｍ２

大島吉田　竣哉松城福原　　昭松城沢田　拓朗１００Ｍ３

小 島 小 学 校大 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

小島三上　優生小島吉田　龍平小島松村　魁士１００Ｍ４

大島川内谷氷雅小島堀川　啓太松城小倉　皓大走幅跳

大 島 小 学 校松 城 小 学 校小 島 小 学 校４００ＭＲ

松前滝川　海成大島福井　勝行松城井村　雅之１００Ｍ５

松城住吉　友文大島天内　将貴松城川村　健太８００Ｍ

原口斉藤　柊吾大島渡邉　聖人松城小野寺秀誠走幅跳

松城齊藤健太郎大島石井　郁也走高跳

松城佐々木大志

松城小倉　拓真松城菊池　亮太大島榊　　慶太ボール投げ

小 島 小 学 校松 城 小 学 校大 島 小 学 校４００ＭＲ

松城布川　貢大松前佐々木隆行館浜松谷　　涼１００Ｍ６

松前小鹿　晃汰松城阿久　寛弥松城堀川　貴樹８００Ｍ

松城三浦　潤也白神村上　巧磨原口斉藤　拓郎走幅跳

松前田中　潤人松城村上　大樹松城松井　俊樹走高跳

松城米田　宏貴松城川本　龍海松城松田　翔太ボール投げ

原 口 小 学 校松 前 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

白 神 小 学 校松 前 小 学 校館 浜 小 学 校異学年４００ＭＲ

３　　位２　　位１　　位

学校氏　名学校氏　名学校氏　名種　目学年

小島堀川　美空大島藤村　華月松城堀川　莉乃５０Ｍ１

小島吉田佳寿美大島渡辺えれな原口小川　一愛５０Ｍ２

松城堀川　綺華松城船尾　春希松城高松　美里１００Ｍ３

松 前 小 学 校大 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

松城井村美紗希松城堀川　麻椰松前鍋谷　双葉１００Ｍ４

小島室田　香菜松前小鹿　里奈松城山本明日香走幅跳

松 前 小 学 校小 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

大島齋藤　　遥原口佐々木朱莉大島松谷　　愛１００Ｍ５

大島黒谷梨緒菜大島中江　亜美大島絹谷　葵里８００Ｍ

松城斉藤　麻由大島石山　緩奈小島堀川　千尋走幅跳

大島佐々木美香子走高跳

松城吉田　美翠館浜小野寺明日香大島齋藤　美吹ボール投げ

松 城 小 学 校大 島 小 学 校４００ＭＲ

小島三上　麻衣大島渡辺　由奈大島石井　那楠１００Ｍ６

小島船木ひかり小島竹　　玲香小島五十嵐新知香８００Ｍ

松城平沼　　牧松前河野　結衣松城三國恵梨子走幅跳

松前小林　　茜松城小平　菜月松城岡田　優香走高跳

大島斉藤　　星松前山本真奈美小島川合　梨乃ボール投げ

小 島 小 学 校大 島 小 学 校松 城 小 学 校４００ＭＲ

原 口 小 学 校館 浜 小 学 校松 前 小 学 校異学年４００ＭＲ

���� ����
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町
で
は
６
月
、
７
月
と
さ
わ
や

か
健
診
を
実
施
し
、
多
く
の
方
が

受
診
さ
れ
ま
し
た
。
健
診
の
結
果

が
「
異
常
な
し
」
で
も
数
値
が
や

や
高
め
と
い
わ
れ
た
ら
、
ふ
だ
ん

の
生
活
を
注
意
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
は
、

最
初
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

く
放
っ
て
お
く
と
、
動
脈
硬
化
が

急
速
に
進
行
し
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
、
そ
の
他
重
症
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
、
さ
ら
に
は
寝
た
き
り

や
要
介
護
状
態
の
原
因
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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肥
満
が
あ
り
、
高
脂
血
症
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
の
う
ち
２
つ
以
上

を
合
わ
せ
持
つ
場
合
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
第
一
条
件
で
あ
る
肥
満

の
判
定
に
は
、
腹
囲
（
へ
そ
の
高

さ
）
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
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肥
満
そ
の
も
の
は
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
至
る
元
凶
で
す
。

　

さ
わ
や
か
健
診
で
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（
体
格
指
数
）
で
肥
満
の
状
態
を

数
値
で
表
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ

は　

が
最
適
で　

以
上
は
肥
満
と

２２

２５

な
り
ま
す
。
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
回
る
生
活

を
続
け
て
い
る
と
、
余
分
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
体
脂
肪
と
し
て
蓄
積
さ

れ
体
重
が
増
え
ま
す
。
食
事
を
減

ら
し
運
動
を
増
や
せ
ば
や
せ
ま
す
。

食
事
制
限
だ
け
で
は
、
体
重
は
減

っ
て
も
肝
心
の
脂
肪
は
減
ら
ず
、

筋
力
や
体
力
が
低
下
す
る
だ
け
で

す
。
運
動
は
単
に
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
心
臓

や
肺
の
機
能
を
高
め
、
筋
力
の
低

下
を
防
ぎ
ま
す
。
現
在
の
食
事
量

を
８
分
目
に
減
ら
し
、
週
に
４
〜

５
日
、
１
日　

分
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

３０

グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
行
う
と

徐
々
に
体
重
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。

肥
満
が
改
善
さ
れ
、
内
臓
脂
肪
が

減
る
と
、
お
よ
そ
３
ヵ
月
後
に
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
、

血
糖
値
、
血
圧
値
は
劇
的
に
改
善

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
、
健
診
を
受
け
数
値
の
傾
向
を

把
握
し
、
生
活
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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BMI値判定

体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)＝BMI

●適正体重＝身長(m)×身長(m)×22

日本肥満学会

「やせ」

「正常域」

「肥満」

18.5未満

18.5～25.0未満

25.0以上

腹囲（おへその高さで測る）が
男性なら85cm以上

女性なら90cm以上

肥
　
満

必
須
項
目

２
つ
以
上
当
て
は
ま
る
人
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

中性脂肪値150mg/d  以上
または
ＨＤＬコレステロール値40mg/d  未満

血
清
脂
質

収縮期（最大）血圧130mmHg以上
または
拡張期（最小）血圧85mmHg以上

血
　
圧

空腹時血糖値110mg/d  以上
血
　
糖

①食べすぎを防ぐためには…

１．買い物は満腹のときにする

２．必要なもののリストを書き出して買い物をする

３．あえて調理に手のかかるものを選んで買う

４．お菓子などを目に付く

　 ところに置かない

５．食べるものは、大皿盛り

　 ではなく、小分けする

６．食事が済んだらすぐに

　 片付け、歯を磨く

②食べたくなる気持ちを抑えるには…

１．「食べたい」と思ったら、３分間がまんする

２．自分の好きなことをして気持ちをそらす

３．衝動的に食べたくなっている

　 のではないかと自問する

４．食べてもよいような

　 低カロリーのものを

　 用意しておく
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童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（�健 ）

乳児健診（１３：００～１３：３０ 江良�町体 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）

耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１５：００ 町立）
�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

定期健康相談（茂草・�健 ）
内科（循環器）診療（８：３０～１１：００ 町立）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（館浜～原口）

童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）

資源ごみ ビンほか
（清部・江良・原口）

定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）

眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（白神～建石）

※平日の診療科目の
　　　　　　　ほか
耳鼻咽喉科・内科（循
環器）・整形外科診療
（北大）（８：３０～１１：００）

耳鼻咽喉科診療
（１３：３０～１５：００ 町立）
�源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
１歳６カ月児・３歳児健診
　　　　（１２：３０～１３：１５ �総 ）
年金相談（９：００～１５：００ 役場）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（館浜～原口）

定期健康相談（�健 ）
乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）

�������	
��
��
�健 ：健康センター　　　　１０：００～１４：００
茂草：茂草町内会館　　　１２：３０～１４：３０

��������	

　貸出時間 
　・火曜日～土曜日　１３：００～２１：００
　・日曜日　１３：００～１７：００
　場所　江良�町体 

�������	
��
カンほか
カン、紙パック、ダンボール、古紙、その他の紙

ビンほか
ビン、ペットボトル、その他のプラスチック
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町立：町立松前病院
�町体 ：町民体育館
�総 ：町民総合センター
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター
�憩 ：老人憩の家　�会館 ：町内会館
�健 ：健康センター
�福 ：月島福祉の家

�寿 ：寿の家
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
�ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
�社協 ：社会福祉協議会 �

�
�
�
�
�
�
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　　　（１０：００～ �町体 ）
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股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ 町立）
資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）

整形外科・脊椎疾患専門外来
　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：全店営業

スタンド営業：全店営業

リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）
運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）

整形外科・脊椎疾患専門外来
　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：前側石油

資源ごみ ビンほか（清部・江良・原口）資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）スタンド営業：川菱商会

スタンド営業：太平洋石油
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�����（１３：００～１５：００ 大沢支所）

�� �����	
������������	
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�����（１３：００～１５：００ 大島支所）

�����（１３：００～１５：００ 小島支所）�������	
�

������（１０：３０～ いさりび）
�������	
����
　　　　　　　　　（～１５日）
��������������
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平
成　

年
度
各
会
計
の
決
算
概

１７

要
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
一
般
会
計
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
歳
入
総
額　

億
２
千

５４

９
百　

万
３
千
４
百　

円
、
歳
出

９６

７１

総
額　

億
９
千
２
百　

万
７
千
５

５３

９２

百　

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

９３
が
３
千
７
百
３
万
５
千
８
百　

円
７８

と
な
り
、
こ
の
う
ち
、
平
成　

年
１８

度
へ
明
許
繰
り
越
し
い
た
し
ま
し

た
事
業
に
係
る
財
源
分
３
百　

万
４０

３
千
円
を
除
い
た
３
千
３
百　

万
６３

２
千
８
百　

円
に
つ
き
ま
し
て
は
、

７８

全
額
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
入
れ

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

き
ま
し
て
は
、
歳
入
総
額　

億
４

１４

千
３
百　

万
２
千
４
百　

円
、
歳

２０

５６

出
総
額　

億
４
千
百　

万
１
千
３

１４

９６

百　

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

６４
が
百　

万
１
千　

円
と
な
り
、
全

２４

９２

額
平
成　

年
度
会
計
へ
繰
り
越
そ

１８

う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
老
人
保
健
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
総
額　

億
１７

３
百　

万
８
千
５
百
３
円
、
歳
出

４６

総
額　

億
８
千
２
百　

万
６
千
９

１６

４４

百
６
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

が
２
千
百
２
万
１
千
５
百　

円
と

９７

な
り
、
全
額
平
成　

年
度
会
計
へ

１８

繰
り
越
そ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
事
業
勘
定

で
、
歳
入
総
額
６
億
７
千
２
百　
９７

万
５
千
９
百
２
円
、
歳
出
総
額
６

億
７
千
２
百　

万
４
千
８
百　

円

５０

３４

で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が　

万
４７

１
千　

円
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

６８

で
は
、
歳
入
総
額
９
百　

万　

円
、

８９

７４

歳
出
総
額
９
百　

万
４
千
８
百　

８６

６２

円
で
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
２
万

５
千
２
百　

円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

１２

れ
平
成　

年
度
会
計
へ
全
額
繰
り

１８

越
そ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

を
も
っ
て
事
業
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
収
益

的
収
入
は
、
消
費
税
込
み
で
２
億

６
百　

万
６
千
百　

円
で
、
収
益

９７

２４

的
支
出
は
、
消
費
税
込
み
で
１
億

８
千　

万
２
千
百　

円
と
な
り
、

６４

６３

利
益
は
２
千
６
百　

万
３
千
９
百

３３

　

円
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
資

６１本
的
収
支
勘
定
等
に
お
け
る
消
費
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報告月日件　　　　　　名

６月２６日平成１７事業年度松前町土地開発公社決算について

６月２６日平成１８事業年度松前町土地開発公社事業計画について

６月２６日繰越明許費繰越計算書について

議決月日議決結果件　　　　　　名

６月２６日原案可決平成１８年度松前町一般会計補正予算（第１回）

６月２６日原案可決平成１８年度松前町老人保健特別会計補正予算（第１回）

６月２６日原案可決平成１８年度松前町水道事業会計補正予算（第１回）

６月２６日原案可決松前町国民保護協議会条例制定について

６月２６日原案可決
松前町国民保護対策本部及び松前町緊急対処事態対策本部条例
制定について

６月２６日原案可決財産の取得について

６月２６日原案可決財産の取得について

６月２６日原案可決
松前町合併処理浄化槽設置補助条例の一部を改正する条例制定
について

６月２６日原案可決渡島西部地域障害程度区分認定審査会の共同設置について

６月２６日原案可決渡島支庁管内公平委員会規約の変更に関する協議について

６月２６日原案可決北海道市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について

�
�
�
�
�
�
�



�� 広報まつまえ 平成１８年８月号

税
の
支
出
が
３
百　

万
３
千
３
百

２７

８
円
と
な
る
た
め
、
当
年
度
の
純

利
益
は
、
２
千
３
百
６
万
６
百　
５３

円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消
費

税
込
み
で
２
千
９
百
８
万
３
千
５

百　

円
で
、
資
本
的
支
出
は
、
消

９１
費
税
込
み
で
１
億
１
千
８
百　

万
５２

５
千
９
百　

円
と
な
り
、
差
し
引

５０

き
８
千
９
百　

万
２
千
３
百　

円

４４

５９

の
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の

措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
減
債
積

立
金
１
千
万
円
、
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
７
千
７
百
４
万
７

千
３
百　

円
、
当
年
度
分
消
費
税

３１

及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
２
百　

万
５
千　

円
で
補
て

３９

２８

ん
し
、
決
算
を
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
病
院
事
業
会
計
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
平
成　

年
３
月　

１８

３１

日
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
収

益
的
収
入
は
、
消
費
税
込
み
で　
１１

億
２
千
９
百　

万
５
千
８
百　

円

８７

４２

で
、
収
益
的
支
出
は
、
消
費
税
込

み
で　

億
４
千
６
百　

万
６
千
８

１２

６１

百　

円
と
な
り
、
損
失
は
、
１
億

３７
１
千
６
百　

万
９
百　

円
と
な
る

７４

９５

と
こ
ろ
で
す
が
、
資
本
的
収
支
勘

定
に
お
け
る
消
費
税
の
支
出
が　
２１

万
１
千
４
百　

円
と
な
る
た
め
、

７５

１
億
１
千
６
百　

万
２
千
４
百　

９５

７０

円
の
当
年
度
純
損
失
を
生
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消
費

税
込
み
で
２
千　

万
６
千　

円
で
、

２２

８４

資
本
的
支
出
は
、
消
費
税
込
み
で

収
入
と
同
額
の
２
千　

万
６
千　

２２

８４

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
各
会
計
事
務
、
事

１７

業
の
推
進
に
あ
た
り
、
議
員
の
皆

様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
本
年

２
月
に
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関

す
る
指
針
」
の
素
案
を
発
表
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
去
る
４
月　

日
２７

渡
島
支
庁
に
お
い
て
、
管
内
市
町

村
を
対
象
に
こ
の
素
案
に
対
す
る

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

素
案
で
は
、
全
日
制
課
程
は
１

学
年
４
〜
８
学
級
を
適
正
規
模
と

し
、
１
学
年
３
学
級
以
下
の
高
校

は
、
原
則
と
し
て
、
近
隣
高
校
と

の
再
編
整
備
に
よ
る
学
校
規
模
の

適
正
化
を
図
る
と
い
う
内
容
で
あ

り
、
ま
た
こ
の
素
案
を
基
に
、
本

年
８
月
を
目
途
に
最
終
的
な
指
針

を
決
定
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
現
在
の

北
海
道
松
前
高
等
学
校
は
再
編
整

備
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
、
当
町
が
置
か
れ
て
い

る
地
理
的
条
件
や
家
庭
の
経
済
的

負
担
等
を
考
え
た
場
合
、
地
元
の

子
供
た
ち
が
高
等
学
校
へ
の
進
学

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
町

一
丸
と
な
り
北
海
道
松
前
高
等
学

校
の
存
続
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

去
る
６
月　

日
に
関
係
団
体
等
に

１９

よ
る
「
松
前
高
校
再
編
対
策
協
議

会
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、
松
前
高
校
の
存
続
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
北
海
道
教
育
委

員
会
が
示
し
た
素
案
の
再
考
を
求

め
、
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
対
策
に
ご
理
解
と
ご

了
知
を
い
た
だ
き
た
く
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

�
期
間　

平
成　

年
４
月　

日

１８

２９

　
　
　
　

〜
５
月　

日（　

日
間
）

２１

２３

 

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
９
千
５
百
２
万
３
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額　

億
５
百

４８

　

万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

２２
　

追
加
補
正
し
た
主
な
内
容
は
、

道
道
松
前
港
線
改
良
（
受
託
）
事

業
費
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
費
な

ど
で
す
。

　

今
回
の
松
前
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
は
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
百
２
万

１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額　
１６

億
３
百
２
万
５
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
平
成　
１７

年
度
分
の
繰
越
金
及
び
精
算
に
伴

う
支
払
基
金
な
ど
へ
の
償
還
金
で

す
。　
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比　　較平成１７年平成１８年区　　　分

    (＋９.５％)
 ＋１７,９００人

１８７,７００人２０５,６００人期間総入り込み数

�公園入り込み状況

平年開花日平成１７年開花日平成１８年開花日種　類区　  分

４月３０日５月１日５月４日染井吉野
早 咲 き

５月１日５月３日５月６日南　　殿

５月３日５月６日５月１０日雨　　宿中 咲 き

５月１１日５月１８日５月１４日関　　山遅 咲 き

�桜の開花状況
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今
回
の
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
は
、
収
益
的
収
支
勘
定
の
支
出

で
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
で　
３８

万
円
を
減
額
し
、
支
出
総
額
を
１

億
９
千
４
百　

万
３
千
円
と
し
ま

７４

し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
に
お

い
て
は
、
支
出
で
道
道
松
前
港
線

改
良
に
伴
う
配
水
管
改
良
工
事
２

件
で
７
百　

万
９
千
円
を
追
加
し
、

９５

支
出
総
額
を
１
億
１
千
百　

万
９

２３

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
身

体
、
財
産
を
保
護
し
、
国
民
生
活

に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
に
す
る
た

め
に
成
立
し
た
国
民
保
護
法
に
伴

い
、
松
前
町
国
民
保
護
協
議
会
の

設
置
や
松
前
町
国
民
保
護
対
策
本

部
及
び
松
前
町
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

　

国
の
交
付
金
交
付
要
綱
等
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
合
併
処
理
浄
化

槽
補
助
の
基
準
限
度
額
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の
補
助
限

度
額
も
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

松
前
町
、
福
島
町
、
知
内
町
、

木
古
内
町
が
、
障
害
者
自
立
支
援

法
に
基
づ
く
障
害
程
度
区
分
の
審

査
判
定
及
び
介
護
給
付
費
等
の
支

給
決
定
を
行
う
た
め
に
、
共
同
し

て
審
査
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

渡
島
支
庁
管
内
公
平
委
員
会
の

委
員
の
選
任
及
び
予
算
執
行
等
の

管
理
事
務
を
長
万
部
町
か
ら
北
斗

市
に
移
管
す
る
た
め
に
規
約
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

に
収
入
役
を
設
置
し
な
い
こ
と
と

す
る
た
め
に
規
約
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る

住
民
基
本
台
帳
や
税
、
国
民
健
康

保
険
な
ど
の
行
政
事
務
全
般
の
シ

ス
テ
ム
が
耐
用
年
数
を
超
え
て
い

る
た
め
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を

購
入
し
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
松
前
中
学
校
と
大
島
中

学
校
が
現
在
使
用
し
て
い
る
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
も
耐

用
年
数
を
超
え
て
い
る
た
め
、
一

式
購
入
し
更
新
す
る
も
の
で
す
。

 

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
百　

万
７
千
円
を
追
加
し
、

１９

予
算
総
額　

億
１
千　

万
円
に
な

４８

４２

り
ま
し
た
。

　

追
加
補
正
し
た
主
な
内
容
は
、

福
山
城
下
町
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
、

熊
捕
獲
奨
励
金
で
す
。
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「聞こえ」と「ことば」に心配のある新生児から、乳幼
児、小学生、中学生の相談を受け付けています。（費用は
一切かかりません。）
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　次のようなことにお気づきになられたら、できるだけ
早期にご相談ください。
　早期からの「聞こえ」の保証が、言葉の発達を促し、
聞き取りや発音等の改善に大きな役割を果たします。
　また、各教育機関や教育センター、療養センター、病
院、保健所（センター）などの専門機関とも連携して、
保護者や指導者からの相談をお受けしています。

�������

　北海道函館聾学校教育相談部　�０１３８－５２－１６５８
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広報まつまえ 平成１８年８月号��

　

私
た
ち
が
毎
日
出

し
て
い
る
ご
み
は
、

つ
も
り
つ
も
っ
て
大

変
な
量
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
第

一
に
、
ご
み
を
減
ら

す
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
物
を
買
わ
な

い
で
、
今
あ
る
も
の

が
本
当
に
利
用
出
来

な
い
か
ど
う
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ラ
シ
の
ウ
ラ
側
を
利
用
し
た

り
再
生
紙
を
注
文
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

第
二
に
、
ご
み
と
な
っ
た
時
に

有
害
な
も
の
、
危
険
な
も
の
は
、

な
る
べ
く
買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
買

い
物
の
と
き
は
袋
を
持
っ
て
行
く

よ
う
に
し
て
ご
み
の
減
量
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

第
三
に
、
ご
み
を
出
す
時
は
き

ち
ん
と
分
別
し
て
紙
や
空
き
缶
、

ビ
ン
な
ど
再
資
源
化
出
来
る
も
の

は
回
収
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
い

ま
す
。

　

捨
て
れ
ば
ご
み
で
す
が
、
回
収

す
れ
ば
資
源
で
す
。
松
前
町
全
体

の
資
源
の
浪
費
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

河
川
や
海
岸
、
山
林
等
に
ご
み

を
捨
て
て
お
り
ま
せ
ん
か
。

　

最
近
、
生
ご
み
を
河
川
や
海
岸

に
捨
て
て
い
る
状
況
を
目
に
し
て

お
り
ま
す
。
河
川
や
海
岸
は
ご
み

処
理
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

海
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
の
生
活

の
糧
で
あ
り
、
魚
貝
類
海
藻
類
の

生
育
に
悪
影
響
を
与
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
山
林
等
に
お
い
て
は
、
古

材
や
車
の
タ
イ
ヤ
な
ど
家
財
道
具

が
多
く
捨
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
犯
罪
で
五
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
以
下

の
罰
金
ま
た
は
併
料
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。
絶
対
に
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
は
、
各
会
議
に
お
い
て
出
前

講
座
を
実
施
し
、
環
境
問
題
な
ど

含
め
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
を
推
進
す
る
た
め
集
団
回
収
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
各
町
内
会
、

婦
人
会
等
と
回
収
業
者
と
の
協
議

に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
は
減
量
化
の
効
果
も
大

き
い
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に

三
者
が
協
力
し
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
集
団
回
収
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
町
内
会
等
あ
り

ま
し
た
ら
役
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

私
た
ち
が
日
頃
さ
ま
ざ
ま
な
製

品
を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
製
品
が
環
境
に
負
荷
を
な
る
べ

く
与
え
な
い
製
品
で
あ
る
こ
と
を

見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
の

ひ
と
つ
が
、
製
品
に
付
い
て
い
る

環
境
ラ
ベ
ル
で
す
。
そ
の
環
境
ラ

ベ
ル
の
代
表
的
マ
ー
ク
が
エ
コ

マ
ー
ク
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は
、
生
産
か
ら
廃
棄

に
わ
た
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

を
通
し
て
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な

く
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
と
認
め

ら
れ
た
商
品
に
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

 

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

平
成　

年
４
月
か
ら
新
た
な
サ
ー

１８

ビ
ス
体
系
と
し
て
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
市
区

町
村
が
指
定
及
び
指
導
監
督
を
行

い
ま
す
。

　

松
前
町
で
も
第
３
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い
て
、３
年
間（
平

成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）
の
地

１８

２０

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
量
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
い
た
整
備
を

進
め
、
か
つ
可
能
な
限
り
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
事
業
者
の
選
定
に
公

正
か
つ
公
平
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
平
成　

年
度
地
域
密
着
型
サ
ー

１８

ビ
ス
を
整
備
・
開
設
す
る
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
８
月
１
日
（
火
）
〜

１８

８
月　

日
（
金
）

２５
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申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
事
業

者
は
、
応
募
申
込
書
と
開
設
提
案

書
等
を
８
月　

日
（
金
）
ま
で
に

２５

役
場
保
健
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
の
提
出
等
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
保
健
福
祉
課
健
康
グ
ル
ー
プ

（�
　

－

２
２
７
５
）
ま
で
お
問

４２

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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備　考必要整備数地域密着型サービスの種類

２ユニット２認知症対応型共同生活介護　　

未　定認知症対応型通所介護　　　　

１小規模多機能型居宅介護　　　

未　定地域密着型特定施設入居者介護

※未定の必要整備数については、状況を見極め決定する方向と
します。
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��広報まつまえ 平成１８年８月号

　

筋
力
・
体
力
が
落
ち
て
く
る
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
転
ん
だ
り
、

外
出
す
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、

家
の
中
に
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
や
す
い
も
の
で
す
。

思
い
当
た
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。

　

保
健
師
や
理
学
療
法
士
に
よ
る
、

体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
教
室

を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

椅
子
に
座
り
な
が
ら
行
う
体
操
な

ど
で
、「
元
気
な
か
ら
だ
・
元
気
な

心
づ
く
り
」
を
し
ま
せ
ん
か
？

�
�
�

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い　

歳
以
上
の
方

６５

（
参
加
定
員　

名
。
さ
わ
や
か
健

１５

診
を
受
け
、
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
特
定
高
齢
者
に
該
当
し
た
方

が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。）

��
�

　

９
月
１
日
〜　

月
１
日
の
期
間

１２

の
概
ね
週
１
回
（
全　

回
）

１４

　

１
回
２
時
間
程
度

��
�

松
前
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

（
必
要
な
方
に
は
、
会
場
ま
で
送

迎
い
た
し
ま
す
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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８
月
９
日
（
水
）
ま
で
に
、
役

場
保
健
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

体
力
づ
く
り
教
室
の
運
営
を

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る�

�
�
�
�
�
�
�
	
し
て
い

ま
す
。
毎
回
、
お
手
伝
い
で

き
な
く
て
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

８
月
９
日
ま
で
に
、
役
場
保

健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（�
　

－

２
２
７
５
）

４２
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国
民
年
金
は
、　

歳
以
上　

歳

２０

６０

未
満
の
方
が
全
て
加
入
す
る
制
度

で
す
。
厚
生
年
金
等
公
的
年
金
の

加
入
者
が
離
職
等
で
資
格
を
喪
失

し
た
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

厚
生
年
金
等
の
資
格
を
喪
失
す

る
と
、
自
動
的
に
国
民
年
金
へ
の

加
入
手
続
き
が
行
わ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
都
度
本
人
か
ら
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

届
出
が
な
い
ま
ま
２
か
月
程
経
過

す
る
と
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

届
出
の
勧
奨
文
書
（
水
色
の
２
枚

複
写
の
用
紙
）
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
に
加
入
手
続
き
を
し

な
い
場
合
、
国
民
年
金
の
資
格
が

無
い
の
で
納
付
書
の
送
付
や
催
告

等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
年
金

を
受
給
す
る
際
に
は
、
こ
の
期
間

が
空
白
と
な
り
未
納
と
同
じ
扱
い

に
な
っ
て
し
ま
い
、
加
入
し
て
い

た
厚
生
年
金
等
も
受
給
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
、
老
後
の
年
金

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
の
年

金
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

免
除
の
種
類
と
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
の

で
、
役
場
保
健
福
祉
課
又
は
各
支

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

 

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
皆
さ

ん
の
年
金
権
を
確
保
す
る
た
め
、

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
保
険
料
が

納
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
「
催
告

状
」「
電
話
」「
ご
自
宅
へ
の
訪
問
」

に
よ
っ
て
納
付
の
ご
案
内
を
し
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
��

　

社
会
保
険
事
務
所
の
「
国
民
年

金
推
進
員
」
が
、
直
接
ご
自
宅
に

お
伺
い
し
、
制
度
の
説
明
や
納
付

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
推
進

員
は
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
身

分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

阿
部　

冨
美
子
さ
ん（
字
豊
岡
）

�����������������������������������������������������������

若年者納付猶予
学生納付特例１／４免除半額免除３／４免除全額免除免除の種類

なし３／４納付１／２納付１／４納付なし納 付 割 合
なし１０,４００円６,９３０円３,４７０円なし納付必要額

なし５／６
（５／６）

２／３
（４／６）

１／２
（３／６）

１／３
（２／６）

年金額の計算
（老齢年金）

※一部免除の場合、納付必要額を納めなければ未納扱いとなり、年金の受給資格期間の算定にも含まれません。
※若年者納付猶予と学生納付特例は、追納しなければ年金額に反映されませんが、年金の受給資格期間の算定には含まれます。また、
１０年以内に追納することができますが、承認を受けた年度から３年度目以降に保険料を納める場合は加算額が加わります。
※所得制限を超えている場合でも、失業等の理由のある場合は免除されることがあります。雇用保険受給者証など離職を証明する書
類を持参の上申請してください。

�������	�
��
��������
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�

�

�
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広報まつまえ 平成１８年８月号��

　

一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
、
ア

メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
が
開
港
予

定
地
の
箱
館
に
来
航
し
た
際
、
同

行
し
た
写
真
家
ブ
ラ
ウ
ン
が
撮
影

し
た
銀
板
写
真
『
松
前
勘
解
由
と

従
者
像
』（
国
内
最
古
の
写
真
の
一

枚
）
が
平
成　

年
６
月
９
日
、
重

１８

要
文
化
財
（
歴
史
資
料
の
部
）
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
前
城
資
料
館
で
は
、
多
く
の

方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め

左
記
の
期
間
中
指
定
物
件
を
特
別

展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
来
館

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

○
開
催
日
時　

平
成　

年
８
月
１

１８

日
（
火
）
〜
８
月　

日
（
水
）
午

１６

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
時
間

は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

○
場
所　

松
前
城
資
料
館

�

�
�
�
�
�

◎
上
級
試
験
＝
昭
和　

年
４
月
２

５１

日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま

６０

で
に
生
ま
れ
た
方

◎
初
級
試
験
＝
昭
和　

年
４
月
２

６０

日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

�
�
�
�
�

▼
第
１
次
試
験

　

初
級　

教
養
試
験
（
高
校
卒
程

度
）・
作
文
試
験

　

上
級　

教
養
試
験
（
大
学
卒
程

度
）・
論
文
試
験

▼
第
２
次
試
験

　

面
接
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格

者
の
う
ち
か
ら
採
用
予
定
市
・

町
が
面
接
等
を
行
い
ま
す
。）

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

１８

１７

　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

�
�
�
�
�

　

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
函
館
市
）

　

江
差
高
等
学
校

�
�
�
�
�

　

第
１
次
試
験
合
格
発
表
は
、　
１０

月
中
旬
、
北
斗
市
、
渡
島
・
檜

山
管
内
各
町
役
場
及
び
、渡
島
・

檜
山
支
庁
に
掲
示
す
る
ほ
か
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

北
斗
市
、
渡
島
・
檜
山
管
内
各

町
役
場
又
は
渡
島
町
村
会
、
檜

山
支
庁
管
内
町
村
会
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、　

円
切
手

１２０

を
は
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（
Ｂ
５
版
）
を
必
ず
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

申
込
書
（
役
場
保
管
）
に
所
定

事
項
を
記
入
の
う
え
、
北
斗
市
、

渡
島
・
檜
山
管
内
各
町
役
場
又

は
渡
島
町
村
会
、
檜
山
支
庁
管

内
町
村
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
で
、
試

験
当
日
の
受
験
に
際
し
て
車
椅

子
等
を
使
用
す
る
た
め
特
に
要

望
の
あ
る
方
は
、
申
し
込
み
時

に
申
し
出
願
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
８
月　

日
（
金
）
ま

１８

１１

で
。（
郵
送
の
場
合
は
、８
月　
１１

日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。）

○
松
前
町
、
北
斗
市
、
福
島
町
、

知
内
町
、
七
飯
町
、
鹿
部
町
、

森
町
、
江
差
町
、
厚
沢
部
町
、

乙
部
町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町

が
採
用
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
採
用
予
定
人
数
、
上
級
、
初

級
な
ど
募
集
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
役
場
総
務
課
総
務
グ

ル
ー
プ
（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

��
��
��
��
��
��
��
		

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

求
人
企
業
の
担
当
者
と
直
接
面

談
し
、
そ
の
場
で
採
用
を
決
定
す

る
出
稼
ぎ
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
２
回
の
開
催
で

は
、　

名
が
就
職
を
決
定
し
て
い

１５

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
多
く
の
企
業
と
面

談
し
、
企
業
の
社
風
や
労
働
条
件

な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
就
職
先
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
労
に
関
す
る
各
種
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
・

履
歴
書
不
要
）

�
��
�
　

８
月　

日
（
金
）
午

１８

前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

�
��
�
　

松
前
町
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
ラ
ン
ド
・
い
さ
り
び

（
字
江
良
）

�
�
�
�
�
　

町
出
身
者
経
営
企

業
ほ
か

�
�
�
�
�
　

土
木
・
製
造
な
ど

�
�
�
�
　

道
外
（
出
稼
ぎ
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の

折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
就
職
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
商

工
観
光
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

２
２

４２

７
５
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

� ����������������������������������������������
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��広報まつまえ 平成１８年８月号
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�

　

北
海
道
遺
産
に
も
選
ば
れ
た
道
内
最
大
級
で
最
古
の
お
祭
り
、『
江
差
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
』が

８
月
９
日
〜　

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。お
祭
り
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。絢
爛
豪
華
な　

台

１１

１３

の
山
車
が
町
内
を
練
り
歩
く
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
〜
宵
宮
祭

�
�
��
�
�
�
�
〜
山
車
下
町
巡
行

��

�
�
��
�
�
�
�
〜
山
車
上
町
巡
行

��

�
�
�
�
�
�
�
	
　

江
差
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（�
０
１
３
９－

　

－

４
８
１
５
）

５２

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
　

８
月　

日　

午
後
１
時
か
ら
（
雨
天
の
場
合
は　

日
午
後
１
時
か
ら
）

１４

１５

�
�
�
�
�
　

上
ノ
国
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
最
大
７
ｍ
の
た
い
ま
つ
が
燃
え
る
「
日
本
海
た
い
ま
つ
明
か
し
」

○
約　

発
（
予
定
）
の
花
火
が
夜
空
に
舞
う
「
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

４５０

○
上
ノ
国
の
熱
い
思
い
を
伝
え
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

○
上
ノ
国
の
味
覚
が
い
っ
ぱ
い
の
「
屋
台
村
」
な
ど

※
こ
の
ほ
か
に
も
各
種
催
し
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	
　

上
ノ
国
町
商
工
会
内
「
エ
ゾ
地
の
火
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

（�
０
１
３
９－

　

－

２
１
２
１
）

５５�������	
��
�
�����������	
����

時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

８月２９日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

８月２９日�館浜生活改善センター館 浜

８月２８日�札前生活改善センター札 前

８月２５日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

８月２５日�茂 草 町 内 会 館茂 草

８月２９日�清部生活改善センター清 部

８月２５日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

８月２８日�

８月２８日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������������������������������										









�������������������������������������	
���������

�������	�	
��
�

�� � � �

　大学卒業以外で、昭和５１年４月２日から平成元年

４月１日までに生まれた方

�������

　平成１８年８月８日（火）から８月２５日（金）まで

�������松前警察署

������

　第１次試験　９月１７日（日）

　第２次試験　１０月下旬～１１月上旬

�� � � �　１２月上旬

������　平成１９年４月以降

※詳細については松前警察署（�４２－３１１０）までお

問い合わせください。



広報まつまえ 平成１８年８月号��

����������������������������

１１日（金）午前・午後
２５日（金）午後
２６日（土）午前

２日（水）午前・午後
９日（水）午前・午後
１６日（水）午前・午後
２３日（水）午前・午後
３０日（水）午前・午後

７日（月）午後
２１日（月）午後

１０日（木）午前
２６日（土）午前

�������	 �������	
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畑
の
草
取
り
が
大
変
な
今
日

こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？　

私
は
自
分
の
畑
の
ス
イ
カ
や
メ

ロ
ン
が
果
た
し
て
ち
ゃ
ん
と
育

つ
の
か
気
を
も
ん
で
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
方
々
か
ら
、
展
示
す

る
キ
ル
ト
・
絵
画
・
写
真
・
俳

句
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
先
日
は
、
花
壇

の
整
備
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

更
に
は
、
千
羽
鶴
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
来
院
さ
れ

る
方
々
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま

す
。
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
立
松
前
病
院
で
は
、
８
月

上
旬
か
ら
血
液
透
析
を
開
始
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
血
液
透
析
に
つ
い
て
皆

様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
、

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

血
液
透
析
と
は
、
充
分
に
働

か
な
く
な
っ
た
腎
臓
の
代
わ
り

を
機
械
と
「
透
析
液
」
で
行
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

腎
臓
は
人
間
に
と
っ
て
「
肝

腎
か
な
め
」
の
内
臓
で
（
肝
心

は
元
は
こ
う
書
く
の
で
す
）、さ

ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
い
く
つ
か
挙
げ
ま
す
と
、

・
血
液
中
の
老
廃
物
の
排
泄

・
塩
分
・
水
分
の
出
入
り
の
調

節
・
体
内
の
イ
オ
ン
（
電
解
質
と

い
い
ま
す
）
の
調
節

・
血
液
を
作
る
の
を
促
す
物
質

を
出
す
こ
と

・
お
し
っ
こ
を
作
る
こ
と

・
飲
ん
だ
薬
を
分
解
し
て
身
体

か
ら
出
す
こ
と

な
ど
な
ど
。
腎
臓
が
働
か
な
く

な
る
と
人
間
は
数
日
で
命
が
持

た
な
く
な
り
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
腎
臓
が
働
き
を

失
っ
て
し
ま
う
病
気
を
持
っ
た

方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
方
々
の
腎
臓
の
肩
代
わ
り

を
す
る
の
が
血
液
透
析
と
い
う

わ
け
で
す
。

　

血
液
透
析
は
通
常
１
回
に
４

時
間
か
か
り
、
こ
れ
を
週
に
３

回
行
な
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

血
管
に
針
を
刺
し
血
液
を
持
続

的
に
抜
き
出
し
、
こ
れ
を
透
析

の
機
械
に
通
し
ま
す
。
す
る
と

血
液
と
透
析
液
と
が
膜
を
介
し

て
接
し
、
両
者
間
で
物
質
の
や

り
と
り
が
行
な
わ
れ
る
の
で
す
。

血
液
は
「
浄
化
」
さ
れ
て
身
体

に
戻
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
そ

の
間
ず
っ
と
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い

な
く
て
は
な
ら
ず
、
大
変
で
す
。

　

血
液
透
析
は
今
ま
で
松
前
町

で
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
松
前
や
福
島
の
透
析
患
者

さ
ん
達
は
、
函
館
や
七
飯
や
江

差
の
病
院
に
通
っ
た
り
、
あ
る

い
は
函
館
の
病
院
に
入
院
し
た

り
、
あ
る
い
は
函
館
に
住
ん
だ

り
し
て
透
析
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
雨
の
日

も
雪
の
日
も
風
の
日
も
通
う
こ

と
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
す

し
、
ま
た
松
前
を
離
れ
る
こ
と

は
断
腸
の
思
い
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

松
前
病
院
は
、
患
者
様
方
に

少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
一
心
か
ら
血
液
透
析
を
行

な
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

松
前
病
院
は
今
後
も
皆
さ
ん

に
よ
り
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
病

院
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
参

り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
院
内
で
の
展
示
（
絵
画

や
書
、
写
真
な
ど
）
や
ミ
ニ
公

演
（
歌
、
演
奏
、
踊
り
等
）
に

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方
、
ご

連
絡
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

松
前
町
立
松
前
病
院

　
　

院
長　

木　

村　

眞　

司
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.e-m
atsum

ae.com
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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（　）内は前月との比較増減 

字大磯　酒井　 優  菜 （雅史）
ゆ な

字朝日　千葉　 唯  香 （唯雄）
ゆい か

�����

字豊岡　福井　大介
　　　　佐々木美雪（字江良）

������

�����

字江良　中江　三郎（５９）

字江良　村本　武彦（７９）

字茂草　川合　�雄（８９）

字静浦　堀川　清治（８７）

字館浜　小野寺あつ子（５２）

字建石　木�ツルヱ（８０）

字大沢　佐々木ヤス（８９）

字白神　近江谷信一（７０）

�
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◇
金
一
封

○
佐
藤
多
恵
子　

様
（
字
福
山
）

○
堀
川
コ
ハ
ル　

様
（
字
赤
神
）

○
松
前
更
生
保
護
女
性
会　

様
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　移動町長室は、町長自らが広く町民の方々の声を伺うために開設す
るものです。
　どうぞお気軽にお越しください。お待ちしております。

�����

　◆　８月８日（火）　　大島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　８月２２日（火）　　小島支所　　午後１時～午後３時まで
　◆　８月２８日（月）　　大沢支所　　午後１時～午後３時まで

� �


